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【高等学校用】
令和５年度（中期計画２年目）

１　スクール・ポリシーの内容

入学者の受け入れに関する方
針
（アドミッション・ポリシー）

　これらに加えて、
【英語コース】
　多彩な英語学習の機会に触れることによる、英語の運
用能力・相互理解力・グローバルな思考力
【書芸コース】
　書の学習を通して文化と伝統を学ぶことによる、創造
性豊かな感性・書道文化の発展に寄与する態度や能力

教育課程の編成及び実施に関
する方針
（カリキュラム・ポリシー）

育成を目指す資質・能力に関す
る方針
（グラデュエーション・ポリシー）

２　奈良県教育振興基本計画（「奈良の学び推進プラン」）が示す各テーマごとの学校教育目標

学校の教育活動に関する目標（Ａ） 計画期間における具体的目標（Ｂ） 令和５年度末の目標値等（Ｃ） 現状 令和５年度末の状況（Ｄ） 自己評価（Ｅ） 学校関係者評価（Ｆ） 改善方策（案）

健康教育の充実
「健康に関する指導が適切」と回答する
生徒の割合　85%以上

昨年度の８4％を上回る数値。

望ましい運動習慣の確立
スポーツテストのスコア54ポイント以上の
生徒の割合　５０％以上

目標値の５０％以上を目指す。

豊かな教養の獲得
図書館を利用した生徒延べ数　3,000人
以上

昨年度の利用者数（3，199人）を上回る
生徒延べ人数。

主体的・対話的で深い学びによる授業の
実施

「授業に対して全般的に満足している」と
回答する生徒の割合　85％以上

目標値の８５％以上を目指す。

主体的学習態度の育成
ノーチャイムで自分から動くことを心がけ
実践する生徒の割合　１００%

アンケートで９0％を上回る回答を維持で
きるようにする。

家庭学習習慣の定着
１日平均60分以上自主的な学習をする
生徒の割合　75％以上

昨年度の実績を上回ることを目指す。

学校における働き方改革
ICTを活用した校務の効率化を図る。月１
度の定時退校日の設定。

学期に１回の定時退校日の設定。

自己管理能力の育成
１年生で「１週間の計画を立てられるよう
になった」と回答する生徒の割合　60%
以上

GoodBadNextタイムを使い、昨年度の５
５％を上回ることを目指す。

進路情報の提供の充実
「進路行事等で自分の進路に関する情報
を得られた」と回答する生徒の割合
70％以上

目標値の７０％以上を目指す。

キャリア教育の推進
アカデミック・インターンシップを含めたイ
ンターンシップに参加した生徒の割合
25％以上

目標値の２５％以上を目指す。

主体的活動への参加意欲の向上
ボランティア活動に参加する生徒の割合
80％以上

８０％を上回る回答を維持できるようにす
る。

社会参加活動の推進
様々な活動を通して主体的な社会活動へ
の参加意欲が向上した生徒の割合
70％以上

7０％を上回る回答を維持できるようにす
る。

社会的マナーの遵守
「日常的に交通ルールやマナーを遵守し
実践している」と回答した生徒の割合
95％以上

アンケートで９5％を上回る回答を維持で
きるようにする。

人権意識の向上
「人権や命について学ぶことが多かった」
と回答した生徒の割合　90％以上

９０％を上回る回答を維持できるようにす
る。

環境整備意識の醸成
校内を美しく保つことを意識している生徒
の割合　90％以上

９０％を上回る回答を維持できるようにす
る。

特別支援教育の推進
教育相談委員会を月に１回開催し、支援を必要
とする生徒の情報を共有し、個別の支援計画を
作成する。また。SCを積極的に活用する。

学期に１回の教育相談委員会の開催。

課題解決提案力の育成
フューチャー・センターが役に立っていると
感じる生徒の割合　60％以上

6０％を上回る回答を維持できるようにす
る。

令和５年度　奈良県立桜井学校　学校評価計画表

年度
本校の使命（スクール・ミッション）

年度重点目標

自由に、その個性に応じて時代感覚をもった学殖豊かな世界人の育成

豊かに自分らしく生きるため、自分を変える「勇気」と自他を受け入れる「愛」を育み、安全・安心な社会の構築に貢献する生徒を育成します。

４．地域と協働して活躍する人を育てる

教育方
針（ス

クール・
ポリ

シー）

テーマ

１．こころと身体を子どもの成長に合わせ
てはぐくむ

２．学ぶ力、考える力、探究する力をはぐく
む

３．働く意欲と働く力をはぐくむ

　　本校では、卒業までに以下の資質・能力の育成を目指します。
【全コース共通】
　○　目指す４つの資質・能力
　　１ ＜主体的学習態度・何度でも挑戦する粘り強さ＞個性を磨き、自己実現のため何度でも挑戦する姿勢
　　２ ＜課題発見提案力・社会文化探究心＞社会とつながり、そのなかで課題を発見し、解決を提案する力
　　３ ＜コミュニケーション能力・リーダーシップ＞身の回りの状況を把握し、他者とつながり、集団を動かす力
　　４ ＜他者協働力・他者受容力＞他者の気持ちや置かれている立場を想像・理解し、多様性を認め合う態度

　　本校では、３つのコースの特性を生かしたカリキュラムを編成し、桜井高校でしか行えない「学び方を学び、
【全コース共通】
　・ 自己管理能力を獲得し、社会で生きる力を養うプログラム･･･ノーチャイム、ポートフォリオ
　・ 基礎的学力を養うプログラム･･･オンライン学習
　・ 情報収集を行い活用する力を養うプログラム･･･ＩＣＴ教育
　・ 安全や健康の管理を実践し、心身の健康を育むプログラム･･･部活動、三輪山走歩大会
　・ コミュニケーション能力・リーダーシップを高めるプログラム･･･フューチャーセンターの活用、生徒会活動

自分の得意や興味・関心を伸ばす教育」を実施します。

　・ 多様性を認め合い、人間的魅力を磨くプログラム･･･人権学習会、異文化交流
　・ 集団や社会に貢献する態度を伸ばすプログラム ･･･地域ボランティア、地域連携、社会貢献活動、キャリア教育
　・ 得意分野を発見し、とことん探究するプログラム･･･カリキュラム選択、総合的な探究の時間
　・ 批判的思考力を養い、表現するプログラム･･･アクティブ・ラーニング、プレゼンテーション
　・ 将来像（夢）を確立し、自己実現を目指すプログラム･･･キャリアデザインルーム、インターンシップ

【英語コース】 英語の運用能力・相互理解力・グローバルな思考力を獲得するプログラム･･･イングリッシュキャンプ、海外修学旅行、高大連携
【書芸コース】 知識・技能と芸術性を獲得するプログラム･･･Ｔ･Ｔ授業、卒業書作展、海外修学旅行、高大連携

　　本校では、「本校の使命」及び「教育方針」を理解し、その達成を目指す意欲に溢れた生徒を受け入れます。
　　特に、英語コース及び書芸コースにおいては次のような生徒を受け入れます。
【英語コース】
　英語への興味・関心が強く、入学後は総合的な語学力や幅広い教養を身に付けたいという姿勢や意欲があり、将来は国際社会で活躍したいと望む生徒
【書芸コース】
　日本や中国などの東洋の伝統文化である「書」に興味・関心をもち、入学後は積極的に「書」と向き合い、より深く学びたいという熱意や意欲がある生徒

５．地域で個性が輝く環境と仕組みをつく
る

３　評価結果の分析、今後の改善方策等


	留意事項

